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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
【 背 景 お よ び 目的 】  
2020 年 4 月 に コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 拡 大対 策 とし て の 緊 急 事 態宣 言 が発 出 さ れ た 影 響か ら 、日 本 各 地

の 学 校 で 水 泳 の授 業 は中 止 と な っ た。水 泳 授 業の 意 義 は 国 内 外で み ても 泳 力 や 自 己 保全 能 力の 獲 得 で

あ る こ と か ら、コ ロ ナ禍 で も 、児 童・生 徒の 水泳 学 習 の 深 化 を目 指 すこ と は 、昨 今の 学 校 教育 関 係 者

と 水 泳 研 究 者 にと っ て、 焦 眉 の 急 と なる 課 題の 一 つ と い え る。  
ま た 、泳 ぐ こ と が 困難な 状 況 に お け る水 泳 授業 の 進 め 方・あ り 方に対 す る 検 討 は 、コ ロナ禍 対 策 以 外

の 課 題 解 決 に も波 及 する 。例 え ば、障 が いを 含む 、身 体 的 な問 題 等 によ っ て 、プ ール で の 実技 に 制 限

の か か る 児 童 ・生 徒 の水 泳 授 業 に 対 する 取 り組 み を 変 え る きっ か けと な る か も し れな い 。  
本 研 究 で は 、教 員 養 成 系大 学 に お い て プー ル に入 る こ と な く 行っ た オン ラ イ ン 型 水 泳授 業 の有 用 性 を

検 証 し 、泳 ぐこ と が 困 難な 状 況 下 に お いて 活 用で き る 水 泳 指 導法 の 資す る 知 見 を 得 るこ と を目 的 と し

た 。  
 
【 方 法 】  
参 加 者 は 、 保 健体 育 の教 員 免 許 状 取 得を 希 望し て い る 学 生 102 名 （ 男 子 58 名 、 女 子 44 名 ） と し た 。

全 て の 学 生 に 対し て 口頭 に て 説 明 し 、参 加者と な る こ と に 同意 を 得た 。指 導 者 は 、水 泳 を専門 と す る

大 学 教 員 と し 、指 導 補助 に は 水 泳 研 究に 取 り組 む 3 名 の 大学 院 生 が参 加 し た 。 授 業は 13 回の オ ン ラ

イ ン 型 と し 、 同 時 双 方 向 お よ び オ ン デ マ ン ド に て 行 っ た 。 泳 法 指 導 は 、 WEB 上 に 掲 載 さ れ た コ ン テ

ン ツ を 参 加 学 生が 視 聴し 、そ の 後 学生 か ら 提 出さ れ る 課 題 動 画に つ いて あ ら か じ め 作成 し た評 価 表 を

用 い て 指 導 者 およ び 指導 補 助 者 が 評 価を し て全 学 生 に フ ィ ード バ ック を 行 い 、その 後 適 宜 質疑 に 回 答

す る 形 で 技 能 向上 を 主た る 目 的 と し て実 施 した 。さ ら に 、知 識 お よび指 導 法 を 習 得 させ る ため に 、各

泳 法 等 に 対 す る指 導 上の 留 意 点 と 思 う点 に つい て も 、指導 前 後 で 比較 す る た め に 自由 記 述に よ り 500
文 字 以 内 で ま とめ さ せ、 提 出 さ せ た 。  
 
【 結 果 お よ び 考察 】  
各 泳 法 に お け る 指 導 前 後 の 観 察 的 評 価 は 、 取 り 組 ん だ す べ て の 課 題 に つ い て 有 意 に 改 善 し た （ p < 
0 .001）．ま た 、指導 にお け る 留 意 点 は、具 体性 が 増 し た り 項目 が 増え た り し た。以 上 の 結果 は 、オ ン

ラ イ ン 水 泳 授 業の 有 効性 を 示 唆 し て いる 。す なわ ち 、コ ン テ ンツ と し てあ げ た 見 本 と なる 動 画に 加 え 、

自 身 の 動 作 を 繰 り 返 し 確 認 す る こ と で 、 確 実 に 狙 い と す る 技 能 の 改 善 が 認 め ら れ た 。 中 に は 、「 プ ー

ル で は 、浮 く、呼 吸す る、と い っ た 動作 に 必 死に な っ て し ま うが 、エア ス イ ム で は 安定 し た地 面 で お

こ な う た め に その 心 配が な く 、純 粋 に 泳 動作の 修 得 に 意 識 を向 け られ た 」と い う 意 見 も見ら れ た 。こ

の 反 面 、「 水 の 感 覚 が わ か ら な い 」、「 水 中 で 試 せ な い か ら 、 効 果 が わ か ら な い 」 と い っ た 至 極 当 然 と

も 言 え る 意 見 もか な りの 比 率 で 見 ら れた ．指 導に お け る 留 意 点の 変 化に は ，参 加 者 各 々 が授 業内 容 を

咀 嚼 す る こ と で、 変 化が 認 め ら れ た もの と 考え ら れ る 。  
 
【 結 論 】  
泳 が な い 水 泳 指導 は 、水泳 に 関 す る 知 識の 修 得と 各 泳 法 な ど の細 か な技 術 を 改 善 さ せる 点 で 、教 員 養

成 を 意 図 し た 水泳 授 業の 手 段 と し て 活用 で きる 。  

【研究成果発表方法】 

 本研究の成果は、2020 年度日本水泳・水中運動学会年次大会にてすでに発表し、ヤマ

ハ最優秀論文発表賞を受賞した（大学 HP 掲載済）。さらに、この受賞を受けて、日本水泳

連盟の機関誌である「月刊水泳」への寄稿依頼を受け、すでに発刊された（2021 年 1 月

号 p.22-23）。現在は、査読付き学術雑誌への投稿に向けた準備を進めている。また、2021

年度授業でも実践を継続して、国際学会での発表も視野に入れている。 

 今後は、各種講演や免許状更新講習などでも積極的に発信していく予定である。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


